
 

 

 

新年おめでとうございます。 

例年に増して、いえ、かつて経験の無いほどに、 

加速度的な速さで前年が過ぎていったように思います。 

そのように感じるのは、年を重ねたせいだろうか、と思いきや、 

どうやら、理由はそれだけではなさそうです。 

デジタル化により、世の中の情報量は極めて増大しています。 

昨年の世界のデータ総量は、10年前の 2010年から 60倍に増加、 

2000年からは実に 1万倍の増加量であるといいます。 

私たちは、かつてないほどの情報やコンテンツの荒波の中に生きているのです。スマートフォンを通

じて、個人の生活時間の中に絶えず、大量に、流れ込む情報の海の中を泳いでいるのです。 

さて、昨年末には、病院の機能評価を無事に終えることが出来ました。関わった全ての職種の職員に

心より御礼申し上げます。 

準備や対応の中で、私が、改めて、当院の稀有な強みと感じたことは、風通しの良い組織風土と、個

人のプロフェッショナリズムです。 

優れた組織と並の組織を比較していう、例え話があります。 

並の組織は、トップが「火事だ！」と叫ぶと、その下も、またその下も、「火事だ！」「火事だ！」と

連呼するだけで、それはそれで風通しは良いのですが、単なるおうむ返しで、付加価値は生まれません。 

しかし、優れた組織は、トップが「火事だ！」と叫ぶと、その下は「3階が火事だ」といい、その隣の

組織が「防火扉を閉めよう！」といい、その下が「119 に通報だ‼」、「ホースを持って来い！」など

と情報が具体化され、行動を促すものに変わっていく、というのです。 

今回の機能評価で私が見たのは、後者の、優れた組織の展開でした。 

情報が伝わるにつれて、関わる人たちが、問題を特定化し、より具体的なことを、より生々しい事柄

として教えてくれました。本当にありがたいことです。 

最前線で、患者さんと触れ合う一人ひとりが、目の前の患者さんのために、まごころをこめて、最善

を尽くせるようにする。そのような組織文化を守り、より育ててゆくことが、病院長である私の役割で

あることを再確認しました。 

情報とは、情けのある、報せ、と書きます。 

伝える側の思いや、受け取る人の気持ちを馳せながら、情報を伝えていきたいものです。 

新年の訪れという報せが、今日、明日の、皆様の日々に明るく幸せをもたらすものでありますように

と、祈ります。 

今年も、よろしくお願い申し上げます。 
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新年のご挨拶 昭和大学病院附属東病院 病院長 稲垣
いながき

 克記
かつのり

  

新年あけましておめでとうございます。 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

今年は寅年。「寅」という文字には「まっすぐに伸ばす、引っ張

る」という意味があり、『漢書』では「寅」は草木が伸び始める状

態を表すと解釈されています。寅は十二支の 3番目で、根や茎が

育ち草木が成長する時期とされています。 

昭和大学病院附属東病院は昨年から眼科、整形外科、形成外科、

脳神経内科、リウマチ膠原病内科、精神科、ペインクリニック、睡

眠医療センター、呼吸ケアセンター、甲状腺センターの陣容となり

ました。頭頸部腫瘍センターの一部の手術と腫瘍内科の入院治療も

行なっております。 

新年となり、私たちは寅のように伸びしろの大きな、機動力のある病院を目指して、病

院内の担当部署を中心に創立 100周年に向けて新たな体制と医療提供を行ってゆきます。

当院は昭和大学病院と電子カルテで情報が共有できるシステムになっており、建学の精神

である患者さんの意思を尊重しながら良質の医療を提供し今日に至りました。 

本年も引き続き、地域の皆様のご期待に応えるべく昭和大学病院附属東病院はより一層、

努力してまいります。私学の都内伝統校として診療だけでなく教育と研究も含めて世界に向

けた医療を目指し高いレベルを保ってゆかなければなりません。本年度も東病院は昭和大学

病院と連動・連携しながら、時代にみあった新しい医療へのイノベーションを続けて参りま

す。 

明日へのより良い医療をチーム一丸となって皆様とともに想像し、今年も1年謙虚な気持

ちで共に歩んでゆきましょう。 
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令和 3年１1月 20日（土）に近隣８医師会の共催のもと、第 35回昭和大学クリニカルセミナーを開催

いたしました。今年度は、ハイブリット開催で来場 74名、オンライン 48名、計 122名の医療機関の先

生方にご参加いただき、大盛況で幕を閉じることができました。 

今年度の開催形態は、コロナ禍での開催を考慮し、“できる限りお顔の見えるセミナーを”と現地開催と

ライブ配信のハイブリッド形式とさせていただきました。残念ながら、懇親会につきましては中止とさせて

いただきましたが、会場には当院医師も来場・参加させていただき、お帰りの際にはお見送りをさせていた

だきました。 

講演会は、下記の通り行われました。 

＜2020年度～2021年度新任教授の紹介＞ 

・消化器・一般外科 教 授 青木 武士（2020年） 

・泌尿器科     教 授 深貝 隆志（2021年） 

・皮膚科      教 授 猪又 直子（2021年） 

   ＜講演＞ 

1）『新型コロナウイルス感染症に対する昭和大学の取り組み』 感染症内科 教 授 時松 一成 

2）『移行期～成人のアナフィラキシーショック最新情報 ～傾向と対策～』 

                        呼吸器・アレルギー内科 講 師 鈴木 慎太郎 

3）『昭和大学におけるがんゲノム医療の取り組みについて』     乳腺外科 教 授 中村 清吾 

    

3講演につきましては、最先端の内容とご好評いただき、盛会のうちに終えることが出来ました。 

今後とも地域の医療機関の先生方と顔の見える連携を大切に、地域医療の発展に努めて参りますので、 

どうぞよろしくお願いいたします。 

          地域医療連携室 

第 35 回昭和大学クリニカルセミナーの開催して 開催報告 

感染症内科 

時松 一成 教授 

呼吸器・アレルギー内科 

鈴木 慎太郎 講師 

乳腺外科 

中村 清吾 教授 



４ 

女性の力になれる診療放射線技師を目指しています。マンモグラフィ検査において、乳房圧迫に

よる痛みの感じ方や検査に対する恐怖心は、患者さんによって様々です。患者さん一人一人のお気持

ちを少しでも理解し、家族のように温かく丁寧な接遇で患者さんの苦痛を少しでも和らげるようにし

ていきたいです。私の周りにはそのような先輩がたくさんいらっしゃるので、アドバイスをもらいな

がら日々努力しています。

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

お知らせ 医師の配属・異動・退職について 

羽ばたけ期待の医療人 No.35「放射線技術部 診療放射線技師」  

今月は「 1年目 診療放射線技師 」の横山 成美（よこやま なるみ）さんをご紹介いたします。 

X線撮影部門に所属しており、診療放射線技師を志したきっかけでもあ

るマンモグラフィ検査にたずさわっています。実際の業務は思っていたより

も複雑で、戸惑うことも多いですがやりがいのある仕事だと感じています。

診療放射線技師 

【横山
よこやま

 成美
な る み

さん】 

進路を決める時期に乳がんに罹患された芸能人の方のニュースをみて、

乳がん検診にマンモグラフィ検査があること、さらにその検査に女性技師が

必要とされていることを知りました。以前から病院に勤めたいという思いも

あり、診療放射線技師の仕事は同じ女性として患者さんに寄り添い、自分の

力を発揮できる職業だと考え目指しました。

退職 

新規配属 

 

異動 

【新規採用】2022年 1月 1日付 

●呼吸器・アレルギー内科 寺師義直    ●整形外科 鈴木達矢 

【附属施設から】2022年 1月 1日付    

●脳神経外科 長塚大騎（藤が丘病院から） ●産婦人科 明樂一隆（藤が丘病院から）   

●循環器内科 千野沙織（江東豊洲病院から）●乳腺外科 阿多亜里沙（藤が丘病院から）  

●脳神経外科 松本浩明（藤が丘病院から） 

【学外研修から】2022年 1月 1日    ●産婦人科 角藤結莉    ●乳腺外科 松井利晃  

【学外研修から】2022年 1月 17日    ●産婦人科 出嶋弥広 

 
【附属施設へ】2022年 1月 1日付 

●リウマチ・膠原病内科 平岩三奈（藤が丘病院へ）  ●リウマチ・膠原病内科 河西恵州（藤が丘病院へ） 

●リウマチ・膠原病内科 岡田幸子（江東豊洲病院へ） ●リウマチ・膠原病内科 北野はるか（藤が丘病院へ） 

●血液内科 神﨑満美子（藤が丘病院へ）      ●脳神経内科 伊藤翔太郎（江東豊洲病院へ）     

●脳神経内科 呉將禎（江東豊洲病院へ）      ●糖尿病・代謝・内分泌内科 石永智之（江東豊洲病院へ） 

●乳腺外科 酒井春奈（江東豊洲病院へ）      ●呼吸器・アレルギー内科 宮田春奈（江東豊洲病院へ） 

●脳神経外科 相浦遼（藤が丘病院へ） 

【学外研修へ】2022年 1月 1日付 

●糖尿病・代謝・内分泌内科 高橋範之   ●消化器内科 山﨑裕太   ●救命救急科 木村煕伸  

●小児外科 尾仲紘輔          ●産婦人科 落合郁哉    ●産婦人科 脇坂昌平  

●消化器・一般外科 長石将大       ●脳神経外科 近貴志  

2021年 12月 31日付 

●形成外科 黒木知明          ●リウマチ・膠原病内科 伊藤拳一  

●脳神経外科 陣内靖也         ●放射線科 宮上修     ●循環器内科 蜂矢るみ 



 

※撮影の時のみマスクを外しております。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

トピック 香蘭女学校様からの寄付授与式を執り行いました 

12月 9日（木）昭和大学病院中央棟 7階応接室にて、

香蘭女学校中等科・高等科の生徒様からのご寄付授与式を

執り行いました。 

こちらは、コロナ禍で働く当院の様子をニュース等で目

にされた生徒様が、医療従事者への感謝の気持ちを、 

近隣の学校として伝えたいという思いから「ヒルダ祭」の

売上金全額をご寄付いただくこととなりました。 

※ヒルダ祭とは… 

年一回実施される香蘭女学校様の文化祭でございます。今年で 49 回

目を迎えるヒルダ祭は、11月 20日、21日に実施され、今年度はコ

ロナ禍の影響から持ち帰り用の食品販売を行われました。 

授与式には、香蘭女学校中等科・高等科から校長の鈴木

弘様、生徒部長 杉浦亮様、 ヒルダ祭担当教諭 山田寛治

郎様、高等科生徒会長 石川りの様、ヒルダ祭運営委員長 

市角りさ様、昭和大学病院からは 三邉武幸 病院担当理

事、相良博典 昭和大学病院長、荒川千春 看護部長が出席

いたしました。 

職員一同香蘭女学校生徒様のご厚意に心より感謝し、こ

の場をお借りして御礼申し上げます。 

今後も日々新型コロナウイルス感染症の治療に取り組み、

引き続き安全・安心な医療の提供に努めてまいります。 

新型コロナウイルス感染への警戒が続くなか、昨年に続き今年もイレギュラ

ーなヒルダ祭となりました。そのような限られた中でも何かできることはない

か？という想いからヒルダ祭の売り上げの全てをお隣の昭和⼤学病院に寄付さ

せていただくのはどうか？という意⾒に⾄りました。 

⻑い間、コロナと闘っていらっしゃる皆様に⼼から感謝申し上げます。 

 市⾓りさ様 より  

新型コロナウイルスと暮らしていく⽣活も、2年近く経ちました。医療従事

者の⽅の努⼒に⽀えられながら、私たちは今⽇も学校に通うことができていま

す。そんな時代を⽣きる私たちに何ができるのか。その答えが今回の寄付に繋

がりました。少額ではございますが、私たちの思いが、医療従事者の⽅々のお

役に⽴てれば嬉しいです。 

⽯川りの様 より  

 

今回の発起人である生徒のお二人より、コメントもいただきました。 

誠にありがとうございます！ 



 

栄養士 福元さん 

 

 

 

当取り組みは、昭和大学病院・附属東病院において関係職種間での行動 (臨床に関する事項)を

相互にプラス評価することにより、関係部署との連携を良好にし、チーム力を高めることで 

患者さんにより良い医療を提供することを目的としております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

内科外来の看護師さんへ 

運動負荷検査中に、常に患者

さんの状態を観察していて、

患者さんが体調不良になった

際に、医師と協力し一緒に対

応してくれました。 

【患者さんに与えた良い影響】 

患者さんが安心して採血が出

来るバックアップ体制がとれ

ています。ありがとうございま

す。 

トピックス サンクス！グッドプラクティスパートナー（第 21回） 

【患者さんに与えた良い影響】 

患者さんに安心して検査を受

けられる環境を提供できてい

ます。 

日頃よりチーム医療にご協力頂きありがとうございます。 

今後とも、よろしくお願いいたします。 

外来治療室の看護師さんへ 

採血室で具合が悪くなった患者さ

んに対して、いつも的確な指示・

処置などで対応していただいてい

ます。 

外来治療室の看護師のみなさん 

栄養士の皆さんへ 

栄養サポートチームのカンファ

レンスにて、食事の好みや食べや

すさ、好きな味、おかゆの軟らか

さなどを患者さんに聞き、食事内

容を検討頂いています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

味ややわらかさなど、患者さんの

好みの食事を提供できています。

希望を聞いてもらえることで、患

者さんも笑顔になっています。 

【患者さんに与えた良い影響】 

補助食品の提案のおかげで、患者

さんの摂取量があがり、患者さん

からは「この食事なら食べられそ

う。」との、お言葉を頂くことがで

きました。 

栄養士 福元さんへ 

栄養サポートチームで病棟回診

時、手術後の食欲低下した患者さ

んに対して、嗜好に合った補助食

品を提案して頂きました。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望 回答 
回答

部署 

フリーWi-Fi があるのはとてもあ

りがたいですが、全然つながらない

ので改善してほしいと思いました。 

この度はご不便をおかけし、申し訳ございません。 

接続状況については一部、建築物の構造上壁等の遮蔽物

の影響や中継器からの距離の問題で電波が届きにくい場所

もございます。 

また、1 時間を超える連続接続には再度接続手続きが必

要となっております。 

その他ご不明点等ございましたら、職員までお申しつけ

ください。 

何卒ご理解の程、よろしくお願いいたします。 

管
理
課 

無事に退院できました。長い間大

変お世話になり、親身あふれる看護

に感謝いたします。 

今後はより一層、健康に留意いた

します。 

この度は心温まるお言葉を頂戴し、感謝申し上げます。 

手術に対する不安がある中、感染対策によるご家族との

面会制限等で入院療養の対応が一変し大変ご迷惑をおかけ

いたしました。少しでも不安や苦痛が和らぐように、今ま

で以上に治療に対する不安や不明点等ないか、注意深く確

認させていただくよう留意しております。そのような中、

ありがたいお言葉にとても勇気づけられました。 

今後もますますお健やかに過ごされることを一同願って

おります。 

看
護
部 

患者さんのご意見・ご要望 
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ご意見・ご要望の内訳

昭和大学病院・東病院総件数

22件

態度・接遇
診療内容
予約
待ち時間
食事
会計システム
売店
環境（清掃･設備備品･エレベーター)
環境（駐車場)
感謝
その他

27
34

38

66

43
47

40

68

29

28

63

51

54

40

86

64

79

92

51

22

0件

10件

20件

30件

40件

50件

60件

70件

80件

90件

100件

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2020年度・2021年度ご意見・ご要望の推移

大学病院・東病院（2020年度） 大学病院・東病院（2021年度）



 

 

※記事見出しの色分けについて 

病院だよりでは、見出しに色分けをすることで読者の皆様が読みやすいよう工夫をしております。 

黄色見出し：患者さん、患者さんのご家族向け  

青色見出し：医療関係者向け 

緑色見出し：医師の配属・異動・退職について 

病院広報委員会委員： 稲垣 克記、入山 洸希、大江 克憲、岡崎 靖子、嶋村 弘史、鷲見 賢司、富田 英、 

中村 清吾、畑 麻紀、安田 光慶、山岸 昌一、山下 剛史、吉田 仁、 

渡辺 愛理、渡邊 聡（50 音順） 

昭和大学病院・附属東病院の理念 昭和大学病院・附属東病院の基本方針 

・患者本位の医療 

・高度医療の推進 

・医療人の育成 

・患者さんと共にチーム医療を実践する。 

・特定機能病院及び地域の基幹病院として高度急性期医療を推進し、

質の高い医療を提供する。 

・教育病院としての機能を充実し、質の高い医療人の育成を行う。 

・人間の尊厳及び人権を守りつつ、高度な臨床研究を実践する。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象日 
診療状況 

外来 救急外来 

2022年１月 10日 

（月・祝） 

臨時診療 

【内科系】 

【小児科】 

8：30～17：00 

救急診療は 

通常通り実施しま

す。 

※臨時診療日は人員を縮小しているため、専門医による診療を提供できない可

能性があることを予めご了承ください。 

※臨時診療日は、休日加算および時間外選定療養費（注）（8,800 円）を徴収

いたします。 

（注）紹介状持参、当院かかりつけの臨時再診（来院指定）の患者さまは時間

外選定療養費の徴収はありません。 

編集後記 食道外科 講師 山下
やました

 剛史
た け し

 

 

新年あけましておめでとうございます。昨年は、新型コロナによりほとんどを緊急事態宣言下で過ごすとい

う、緊迫感のある 1年でした。実際に診療を担当された看護師、医師をはじめ、多くの病院スタッフの辛抱

強く患者さんに対する強い気持ちには本当に感謝いたします。この困難の収束を願いながら、引き続き感染管

理を徹底していきましょう。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

2022 年 1 月 10 日（月・祝）の外来診療は以下の通りとさせていただきます。  

患者の皆さまにはご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解のほどよろしくお願い申し上げます。  

2022年１月 10（月・祝）の診療体制について お知らせ 


